
 

 

 

１ 単元のねらい 

「身近な製品はどこでつくられているのだろう」という導入から，アジア州が自分たちの生活に大きく関

わっていることを実感し，「アジア州はなぜ急速な経済成長ができたのだろう」という単元を貫く課題に対し

て，グラフの読み取り方の技能を身に付けながら主体的に探究し，アジア州の自然環境，人口，鉱産資源，

文化，歴史などの視点から多面的多角的に考察し，アジア州の地域的特色をとらえることができる。 

 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

・アジア州の自然環境，人口

などの地理的特色にについ

て地図を活用してまとめ，

理解することができる。 

・経済発展の様子について，

グラフの読み取り方の技能

を用いて説明することがで

きる。 

・アジア州の経済発展の要因

や，その結果としての課題

について，州という広がり

や地域内の結びつきなどに

着目し，地域的特色と関連

付けて多面的・多角的に考

察することができる。 

 

・アジア州を自分たちが住む地

域，自分たちの生活と大きく関

わる地域ととらえ，単元の課題

に対して主体的に追及すること

ができる。 

・話し合い活動や思考ツールの活

用に進んで取り組み，アジア州

の地域的特色をとらえることが

できる。 

●学習改善につなげる評価  ○評定に用いる評価 

 １ ２ ３ ４ ５・６ ７ 単元のまとめ 

知識・技能 ● ● ○    

思考・判断・表現    ● ●○ ○ 

主体的に学習に 

取り組む態度 

●    ● ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名    アジア州 －急速な都市の成長と変化－ 



３ 単元構造図 （全７時間） ☆獲得する認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元指導計画  

単元学習後の生徒の認識 アジア州は温帯・熱帯を中心に人口が多く，豊富な労働力がある。また，石油やレアメタルな

どの鉱産資源も豊富である。外国企業を受け入れたり，ＡＳＥＡＮやＯＰＥＣのように結びつきを強めたりしながら，経

済発展を遂げた。だから身近にアジアの製品が多いことが分かった。急速な都市化に伴う都市問題や環境問題もあるが，

これからもまだ成長していくと思う。日本もアジア州に属しているが，その成長についていけるか心配になった。ＡＳＥ

ＡＮのように，日本もアジアの国々と結びつきを強めて協力していくのがいいのではないかと考えた。 

第１時 アジア州をながめて① 【●主体的に学習に取り組む態度 ●知識・技能】 

身近な製品はどこでつくられているのだろう。  

 

 

第２時 アジア州をながめて②【●知識・技能】 

アジア州はどのような地域なのだろうか。  ☆季節風（モンスーン） ☆雨季と乾季  

 

第３時 アジアＮＩＥＳの出現 
【○知識・技能】 

アジアＮＩＥＳの工業化はどのように進み，発展し

てきたのだろう。  

☆アジアＮＩＥＳ（新興工業経済地域）☆ハイテク産業 

△ハイテク産業 

 

第４時 巨大な人口を支える中国 
【●思考・判断・表現】 

中国の経済はどのように発展し，今はどんな課題

が見られるのだろう。  

☆経済特区 ☆一人っ子政策 ☆華人 

 

 

単元学習前の生徒の認識 ここから世界の各州を勉強していくけど，まずは日本が

属するアジア州からだ。中国や韓国などの国があり，歴史では四大文明の中国・イン

ダス・メソポタミア文明を勉強した。それ以外はよく分からないけど，アジア州って

どんな地域なのだろう。 

単元名 

アジア州  

-急速な都市の成長と変化- 

 自分たちの身のまわりにある製品を調べて，白地図にまとめたら文房具も衣類も日本のメーカーだと思って
いた。特に東アジアや東南アジアに多いことも分かった。なぜ，アジア州はそこまで工業化して経済成長できだ
のだろう。その視点でアジア州の学習をしていきたい。 

アジア州は，寒帯，冷帯，乾燥帯，温帯，熱帯がある変化に富む自然環境だということがわかった。東
アジア，南アジア，東南アジアは季節風の影響を受け四季のある温帯や雨季と乾季のある熱帯であり主
にその地域に人口が集中している。 

韓国，台湾，香港，シンガポールは工業化に取り組

み，急激に成長を遂げたことからアジアＮＩＥＳと呼

ばれている。韓国では輸出額が 1960 年 0.3 億ドルだ

ったのに，2017 年には 5736 億ドルと急増した。韓

国や台湾は，コンピューターや半導体などのハイテク

産業が中心である。急速な成長により，都市問題も起

きているが，ニュータウンや交通網の整備で過密問題

の解消に取り組んでいる。 

中国は世界 1 位の人口 14 億人という豊富な労

働力や，石炭など豊富な資源を生かした鉱工業

や，政府主導で経済特区を設け，外国の企業を誘

致していることといった理由が急速な経済成長

の要因であることが分かった。今は「世界の工場」

とよばれているが，深刻な環境問題や沿岸部と内

陸部の経済格差が広がっているなどの課題も見

られる。 

第５・６時 東南アジア・南アジア・西アジア・中央アジア  
【●主体的に学習に取り組む態度 ●○思考・判断・表現】 
東南アジア，南アジア，西アジア，中央アジアはどのように経済発展し，どんな課題が見られるのだろう。 
・東南アジア         ・南アジア       ・西アジア     ・中央アジア 
☆ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）   ☆ＩＣＴ         ☆ＯＰＥＣ      ☆レアメタル 
☆スラム            ☆再生可能エネルギー   ☆ドバイ       ☆鉱産資源                         

第７時 まとめの学習 アジア州の学習をまとめよう 

【○主体的に学習に取り組む態度 ○思考・判断・表現】 

アジア州の経済成長の理由と課題についてマトリックス表にまとめよう。 

 

 

ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）

を結成し，協力しながら工業化を進め

た。東南アジアは中国のように人口が

多く労働力が豊富で，賃金が低いた

め，製品を安く生産することができ，

日本企業は東南アジアに進出した。発

展の一方で，これも中国のように都市

問題が起き，スラムができ，問題も多

く抱えている。 

南アジアでは，人口 13 億人

のインドがＩＣＴ（情報技術産

業）中心に急速な発展を遂げて

いる。英語や数学の教育水準の

高さや，技術者を育てる国の援

助がある。人口増加に対して，

再生可能エネルギーの利用と

普及に取り組んでいる。 

 

ア
ジ
ア
州
は
，
な
ぜ
急
速
な
経
済
成
長
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。 

西アジアは，ペルシ

ャ湾岸を中心に石油

産出量が多く，ＯＰＥ

Ｃを通して結びつい

ている。アラブ首長国

連邦の先進的な都市

であるドバイが注目

されている。 

歴史的にシルク

ロードで栄えた中

央アジアは，石炭，

石油，天然ガス，レ

アメタルなどの鉱

産資源が豊富で，近

年でその輸出で発

展してきた。 

 



４ 単元指導計画 

時 ねらい 学習活動 評価規準 資料および留意点 

１ 

ア
ジ
ア
州
を
な
が
め
て
① 

私たちの身

近な製品が生

産されている

国を調べて地

図を作製する

活 動 を 通 し

て，身近な製

品の多くがア

ジア州で生産

されているこ

とに気付き，

「アジア州は

なぜ急速に経

済成長できた

のだろう。」と

いう単元を貫

く課題に，見

通しをもって

主体的に取り

組もうとする

こ と が で き

る。 

 

１ 家庭や身近な製品はどこの国の製品 
（Made in ○○）を調べる」の事前に示
した宿題について確認し，課題化する。 
 

 
２ 班で「Made in ○○（国）」の国を地 

図帳から探して，白地図に色を塗り，そこ 
に製品名を書き込む。 

 
３ 作成した地図を基に，交流して分かっ
たことをまとめる。 

・色を塗った国は圧倒的にアジアが多く， 
 ヨーロッパやアフリカなどはなかった。 
・携帯電話など電化製品は中国が多かった。 

衣類はバングラデッシュやベトナム，文
房具はタイやマレーシアなどさまざまな
国があったけど，とにかくほとんどがア
ジア製だった。 

 
４ 交流した内容を基に，アジア州は，急 

速に工業化し経済成長していることを知 
り，単元を貫く課題を設定する。 

 
《単元を貫く課題》 
 

 

 

 

 

 

・地図作成に意欲

的に取り組み，

分かったことを

自分の言葉で説

明しようとした

りして，身近な

製品の多くがア

ジアで生産され

ていていること

に興味をもち，

アジア州の特色

を意欲的に捉え

よ う と し て い

る。 

 

態度＝授業の様子 

知識＝白地図 

 

事前宿題ができ

ていなくても，国を

探したり，白地図に

色を塗ったりする

活動は全員ができ

るように机間指導

する。 
 

◇世界の白地図 

◇地図帳 
 

記入条件を 1 個

は黒斜線，2 個は黒

塗りつぶし，3 個は

黄色斜線，4 個は黄

色塗りつぶし，5 個

は赤斜線，6 個以上

は赤塗りつぶし等

と指定することで，

作成した地図が他

の地図と比較しや

すいようにする。 

 自分たちの身の回りにある製品を調べて，白地図にまとめたら文房具も衣類も日本の

メーカーだと思っていた。特に東アジアや東南アジアに多いことも分かった。なぜ，ア

ジア州はそこまで工業化して経済成長できだのだろう。その視点でアジア州の学習をし

ていきたい。 

２ 

ア
ジ
ア
州
を
な
が
め
て
② 

アジア州の

自然環境，人

口について，

雨温図，写真，

グラフ，地図

などの資料か

ら読み取るこ

とができる。 

 

☆季節風（モ

ンスーン） 

☆雨季と乾季 

 

 

1 教科書導入の「世界の中のアジア州」の 
資料から，アジア州は面積が広く，人口が
多いことに気付き，課題化する。 

 
 
 
２「アジア州の細かい区分」を参考にして， 

自然環境，人口について資料から読み取
る。 

・8000ｍを越え「世界の屋根」と言われる 

ヒマラヤ山脈がある。西，中央アジアに
は，乾燥帯が多く見られ，北部のシベリア
は寒帯や冷帯。山間部，乾燥地帯，シベリ
アの人口密度は低い。 

・東，東南アジアは季節風（モンスーン）の 

影響を受け，四季があり，降水量が多い。
熱帯では雨季と乾季が見られる。温帯と
熱帯の東南，東，南アジアに人口が集中し
ている。 

 

３ 読み取ったことを交流し，自然環境と 

人口密度にどのような関係が見られるか
をまとめる。 

 

 

 

 

 

・変化に富む自然

環境であるアジ

ア州の概観を資

料から読み取る

ことを通して，

アジア州の自然

環境と人口密度

にどんな関係が

見られるのかを

まとめている。 

 

知識＝資料読み取

りの様子 

 

◇世界の中のアジア州 

 

◇アジア州の細かい区分 

 

◇アジア州の降水量 

◇アジア州の人口密度 

◇アジアの各地の雨温図 

 

学習改善につな

がるよう，資料から

わかることをとに

かくたくさんノー

トに書いていくよ

うに声をかける。 

 アジア州は，寒帯，冷帯，乾燥帯，温帯，熱帯がある変化に富む自然環境だというこ

とが分かった。東アジア，南アジア，東南アジアは季節風の影響を受け四季のある温帯

や雨季と乾季のある熱帯であり主にその地域に人口が集中している。 

アジア州は，なぜ急速な経済成長ができ
たのだろう 

身近な製品はどこでつくられているだろう。 

アジア州の自然環境，人口にはどのような
特色が見られるのだろう。 



時 ねらい おもな学習活動 評価規準 資料および留意点 

３ 

ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
成
長 

の 

ア ジ ア Ｎ

ＩＥＳの輸

出品の内訳

グラフや韓

国の輸出品

の変化のグ

ラフから，東

ア ジ ア の

国々の工業

化の様子を

読みとるこ

とができる。 

 

☆アジアＮ 

ＩＥＳ（新興

工業経済地

域） 

☆ハイテク

産業 

 

１ 第１時の復習から，身の回りの製品は 
東アジアや東南アジアの国ものが一番
多かったことを確認し，それらの経済成
長した国々をアジアＮＩＥＳとよぶこ
とを確認し，課題化する。 

 
 
 
２ アジアＮＩＥＳの輸出品の変化の資 

料から，具体的にいつからいつにどのよ
うに，どのくらい変化したのかを読み取
る。 

・中国，台湾，ホンコン，韓国，シンガポ 
ールのいずれの国も機械類の割合が一
番高い。 

・韓国の輸出品は，1960年は鉱産資源や米 
や魚介類が中心であったが，2017 年に
は，機械類の割合が 40.8%となっている。 

・台湾は，半導体の生産のようなハイテク 
産業がさかんになってきている。 

 
３ 経済が急速に成長したことで，アジア 

ＮＩＥＳの都市はどう変化しているの
かをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・韓国やアジアＮＩ

ＥＳの輸出品の

変化のグラフの

読み取りを，い

つ，どのくらい，

どのように変化

しているかを表

現できるように

なっている。 

 

知識＝資料読み取

りの様子 

 

地理のスキルア

ップを活用し，グラ

フの読み取り方が

身に付くように丁

寧に指導する。 

 

◇アジアの国・地域か

らの日本への輸出品 

◇韓国の輸出品の変

化 

◇アジアＮＩＥＳの

輸出品の変化（地図

帳） 

 

◇高層住宅が立ち並 

ぶホンコンのニュー 

タウン 

 

 韓国，台湾，香港，シンガポールは工業化に取り組み，急激に成長を遂げたことから
アジアＮＩＥＳ（新興工業経済地域）と呼ばれている。韓国では輸出額が 1960 年 0.3
億ドルだったのに，2017年には 5736億ドルと急増した。韓国や台湾は，コンピュータ
ーや半導体などのハイテク産業が中心である。急速な成長により，都市問題も起きてい
るが，ニュータウンや交通網の整備で過密問題の解消に取り組んでいる。 

４ 

巨
大
な
人
口
が
支
え
る
中
国 

中 国 が 発

展してきた

のは，中国が

持つ世界 1位

の人口，鉱工

業を支える

豊富な資源

経済特区を

設けるとい

った政府主

導の政策に

よる外国企

業の進出と

いうことを，

資料や話し

合い活動か

ら考察する

ことができ

る。 

 

☆経済特区 

☆一人っ子

政策 

☆華人 

１ 世界のＧＤＰランキングを見て，中国 
が世界２位の経済大国であることを確
認し，課題化する。 

 
 
 
２ 発展の理由と歴史，現在の課題につい
て学習班で課題について話し合う。 

・中国は人口が１４億と世界一多く，労働 
力。一人っ子政策をしたが，今は廃止し
ている。人口が多いことは経済発展につ
ながる。 

・東南アジアに移り住んだ中国人を華人と
呼び，中国の文化を広めた。 

・石炭，鉄鋼と言った資源も豊富である。 
・1980年代から外国企業を受け入れる経 

済特区を設け，外国企業を積極的に受け
入れるようになり，世界各地に輸出する
「世界の工場」になった。 

・農村からの出稼ぎ労働者が増え，都市で
は深刻な環境問題が起きている。 

・格差の拡大が起き，2000年ごろから西部
大開発とよばれる内陸部の大規模開発
を進めている。 

 
３ 全体交流後，課題についてまとめる。 

 

 

 

 

 

・中国が発展してき

たのは，中国がも

つ世界 1 位の人

口，豊富な資源，

経済特区を設け

るといった政府

主導の政策によ

る外国企業の進

出ということを，

資料や話し合い

活動から考察し，

適切に表現して

いる。 

 

思考＝話し合いの

様子 

 

◇世界のＧＤＰラン 

キング（地図帳） 

 

◇世界の人口ランキ 

ング（地図帳） 

◇中国の地下資源（地 

図帳） 

◇中国の都市人口と

農村人口の移り変わ

り 

◇中国の地域別ＧＤ 

Ｐ 

◇首都ペキンの大気

汚染 

 

 話し合い活動や

全体交流で自分の

理解が深まったと

ころをまとめに書

くように支援する。    

中国は世界 1 位の人口 14 億人という豊富な労働力や，石炭など豊富な資源を生かし

た鉱工業や，政府主導で経済特区を設け，外国の企業を誘致していることといった理由

が急速な経済成長の要因であることが分かった。今は世界の工場と呼ばれているが，深

刻な環境問題や沿岸部と内陸部の経済格差が広がっているなどの課題も見られる。 

中国の経済はどのように発展し，今はどんな

課題がみられるのだろう。 

 

アジアＮＩＥＳの工業化はどのように 
進み，発展してきたのだろう。 
したのだろうか。か。 



 ねらい おもな学習活動 評価規準 資料および留意点 

５
・
６ 

東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア 

東 南 ア ジ

ア，南アジ

ア，西アジ

ア，中央アジ

アの各地域

の経済発展

と課題につ

いて，既習内

容を生かし

たり資料を

活用したり

して主体的

に調べ，適切

にまとめわ

かりやすく

表現するこ

とができる。 

 

☆東南アジ

ア 諸 国 連

合（ＡＳＥ

ＡＮ） 

☆スラム 

☆ＩＣＴ 

☆再生可能

エネルギー 

☆ＯＰＥＣ 

☆ドバイ 

☆レアメタ

ル 

☆鉱産資源 

 

１ 第３・４時の学習を生かして，東南ア 
ジア，南アジア・西アジア・中央アジア 
の経済発展と課題について課題化する。  

 

２ ジグソー法で学習する。学習班で話し
合い，４つの地域の担当を決めて，追及
をしてまとめ，次回の授業でわかりやす
く発表できるようにする。（第５時） 

・東南アジア＝ＡＳＥＡＮ，スラム 
・南アジア＝ＩＣＴ，再生可能エネルギー 
・西アジア＝ＯＰＥＣ，ドバイ 
・中央アジア＝レアメタル，鉱産資源 
 
３ 追究したことを学習班の話し合いで
各自が発表する。メモをとり，調べた内
容と発表について相互評価する。 

 
４ 全体交流でそれぞれの経済発展と課
題について比較しながらまとめていく。
（第６時） 

 

 

・東南アジア，南ア

ジア、西アジア，

中央アジアの各

地域の経済発展

と課題について，

既習内容を生か

したり資料を活

用したりして主

体的に調べ，適切

にまとめわかり

やすく表現し，学

び合うことがで

きている。 

 

態度＝課題追究や

話し合いの様子と

相互評価 

思考＝話し合いの

様子 

 

◇教科書，地図帳の各

資料 

 

１人１つの担当

を決め，全員が取り

組めるようにする。 

 

第３・４時のよう

にまとめるとよい

ことを伝え，つまづ

いている生徒には

教科書のどこを着

目すればよいかを

個別に机間巡視で

指導援助する。 

 

 全体交流では板

書で視覚的にわか

りやすくまとめる。 

ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）を結成し，協力しながら工業化を進めた。東南ア

ジアは中国のように人口が多く労働力が豊富で，賃金が低いため，製品を安く生産する

ことができ，日本企業は東南アジアに進出した。発展の一方で，これも中国のように都

市問題が起き，スラムができ，問題も多く抱えている。 

南アジアでは，人口 13 億人のインドがＩＣＴ（情報技術産業）中心に急速な発展を
遂げている。英語や数学の教育水準の高さや，技術者を育てる国の援助がある。人口増
加に対して，再生可能エネルギーの利用と普及に取り組んでいる。 

西アジアは，ペルシャ湾岸を中心に石油産出量が多く，ＯＰＥＣを通して結びついて
いる。アラブ首長国連邦の先進的な都市であるドバイが注目されている。 

歴史的にシルクロードで栄えた中央アジアは，石炭，石油，天然ガス，レアメタルな
どの鉱産資源が豊富で，近年でその輸出で発展してきた。 

７ 

 

ア

ジ

ア

州

の

学

習

を

ま

と

め

よ

う 

 学習内容

の振り返り

を思考ツー

ルを活用し

てまとめる

活動を通し

て，アジア州

の地域的特

色を多面的・

多角的にと

らえ，主体的

に単元のま

とめをする

ことができ

る。 

１ これまでの学習を振り返り，思考ツー 
ルのマトリックス表を確認して課題化 
する。 

 
 
 
２ 学習班でマトリックス表を作成する。 
 
３ 作成した表を全体交流で発表し合い，
自分たちの表になかった内容があれば
書き加える。 

 
４ 単元を貫く課題について自分の考え
をまとめる。 

 

 

・これまで学習して

きたことを多面

的・多角的に考察

しながら，マトリ

ックス表にまと

める活動に主体

的に取り組んで

いる。 

 

態度＝マトリック

ス表 

思考＝単元のまと

め 
 

◇アジア州のそれぞ

れの地域について

経済が成長した理

由と経済成長によ

る課題を記入する

マトリックス表 

 

 自分たちの表に

なかった内容や，な

るほどと思う内容

を書き込むことを

価値付ける。 

アジア州は温帯・熱帯を中心に人口が多く，豊富な労働力がある。また，石油やレア

メタルなどの鉱産資源も豊富である。外国企業を受け入れたり，ＡＳＥＡＮやＯＰＥＣ

のように結びつきを強めたりしながら，経済発展を遂げた。だから身近にアジアの製品

が多いことがわかった。急速な都市化に伴う都市問題や環境問題もあるが，これからも

まだ成長していくと思う。日本もアジア州に属しているが，その成長についていけるか

心配になった。ＡＳＥＡＮのように，日本もアジアの国々と結びつきを強めて協力して

いくのがいいのではなかいと考えた。 

東南アジア，南アジア，西アジア，中央

アジアはどのように経済発展し，どんな

課題が見られるのだろう。 

 

アジア州の経済成長の理由と課題につい

てマトリックス表にまとめよう。 

 



 


